
令和元年(夏)第57号議会広報 令和元年(夏)第57号

水産物の６次産業化と地産地消の実現で、漁業後継者は育つ

○ ６月定例会報告・・・P２　　○ 各委員会報告・・・・・P８
○ 総括質疑・・・・・・P４　　○ 採決、請願　陳情・・・P１１
○ 一般質問・・・・・・P５　　○ 議会広聴活動・・・・・P１２　

発行／隠岐の島町議会　〒６８５－８５８５　島根県隠岐郡隠岐の島町　TEL ０８５１２－２－８５６８　編集／隠岐の島町議会広報広聴常任委員会



議会広報　おきのしま 02

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
か
た
は
ど
う
変
わ
る
？

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
か
た
は
ど
う
変
わ
る
？

令
和
元
年
ス
タ
ー
ト

令
和
元
年
ス
タ
ー
ト

　
令
和
元
年
６
月

定
例
議
会
は
、６

月
19
日
か
ら
27
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
議
案
は
平

成
３０
年
度
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計

補
正
予
算
の
専
決

処
分
と
令
和
元
年

度
一
般
会
計
補
正

予
算
、条
例
改
正

な
ど
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。ま
た

１
件
の
事
件
撤
回

が
あ
り
、承
認
と
な

り
ま
し
た
。

　
町
政
に
対
し
て
は

５
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
、議
案
に

は
１
名
の
議
員
が
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
漁
港
機
能
増
進
事
業

の
う
ち
、那
久
漁
港
内
防

波
堤
改
良
工
事
に
か
か
る

費
用
を
増
額
補
正
す
る

も
の
。 主

な
補
正
予
算

◇
那
久
漁
港
内
防
波
堤

　
改
良
工
事 

１
２
８
０
万
円

　
令
和
元
年
１０
月
１
日
か

ら
消
費
税
率
が
現
行
の

８
％
か
ら
１０
％
に
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、関
連

す
る
町
条
例
３６
件
の
使
用

料
な
ど
を
改
正
す
る
も
の

だ
が
、最
終
日
に
町
長
よ

り
事
件
撤
回
の
申
請
が

あ
っ
た
。

主
な
条
例
改
正

◇
隠
岐
の
島
町
農
業
近
代

　
化
施
設
設
置
及
び
管
理

　
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

　
風
し
ん
抗
体
保
有
率
が

少
な
い
世
代
に
対
し
抗
体

検
査
を
実
施
し
、十
分
な

抗
体
を
持
っ
て
い
な
い
方

に
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
で
集
団
感
染
の

予
防
を
す
る
事
業
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
昭

和
４７
年
４
月
２
日
〜
昭
和

５４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

５
６
９
名
が
対
象
と
な
る
。

◇
風
し
ん
追
加
対
策
事

　
業
費
　
　
１
５
１
万
円

　
１０
月
か
ら
の
幼
児
教
育

無
償
化
の
実
施
に
あ
た
り

必
要
と
な
る
事
務
費
を
国

庫
補
助
事
業
な
ど
か
ら
活

用
し
、制
度
を
円
滑
に
導

入
す
る
た
め
の
補
正
。

◇
幼
児
教
育
無
償
化
実
施

　
円
滑
化
事
業

               

１
７
９
万
円

　
隠
岐
の
島
町
屋
内
温
水

プ
ー
ル
に
は
熱
源
機
器
を

全
５
台
設
置
し
て
い
る
が

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
に
使
用
す

る
給
湯
設
備
用
２
台
の
う

ち
、１
台
の
故
障
が
見
つ

か
っ
た
。調
査
の
結
果
、熱

源
機
器
内
部
の
圧
縮
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
の
交
換
が
必

要
と
な
っ
た
。

　
当
面
、正
常
な
１
台
で

運
用
し
て
い
る
が
、機
器
の

両
方
が
故
障
と
な
る
と
給

湯
が
で
き
な
く
な
り
、定
期

利
用
の
町
民
に
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
工
事
費
を
計
上
す
る
。

◇
温
水
プ
ー
ル
熱
源
機
器

　（
チ
ラ
ー
）修
繕
工
事

　
　
　
　
　
　
　
８１
万
円
　

６
月
定
例
会

集団感染予防のために

6/19（水） 本会議　行政報告
　　　　　町長提出議案の上程
　　　　　提案理由の説明
　　　      全員協議会　補正予算案詳細説明
6/20（木） 特別委員会
6/21（金） 本会議　一般質問
6/24（月） 本会議　総括質疑
　　　　　追加議案の上程、説明
　　　　　追加議案の質疑
6/25（火） 常任委員会
6/26（水） 常任委員会
6/27（木） 全員協議会　執行部協議事項
　　　　  本会議　各委員長報告
　　　　   討論　採決

令和元年　第２回定例会　会期日程

抗体検査クーポン
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５
者
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
で
、㈱
金
田
建
設
が

１
億
４
２
５
６
万
円
で
落

札
し
た
。

　
５
月
１６
日
、令
和
元
年

第
３
回
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
た
。

工
事
請
負
契
約
等

臨
時
議
会

◇
公
共
下
水
道
港
町
真
空

　
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事

　
３
者
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
で
、ヤ
ン
マ
ー
ア
グ

リ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
隠
岐
営
業

所
が
６
３
７
万
円
で
落
札

し
た
。

　
業
界
初
の
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）を
搭
載
し
た
遠
赤

乾
燥
機
で
使
用
回
数
が

増
え
る
ほ
ど
、Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）は
よ
り
高
い
精
度

で
最
適
の
乾
燥
時
間
を
設

定
す
る
。

物
品
購
入
契
約

　
１５
者
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
で
、㈱
隠
岐
商
事
が

５
３
２
９
万
円
で
落
札

し
た
。

工
事
請
負
契
約
等

◇
公
共
下
水
道
管
路
施
設

　（
西
町
２
工
区
）工
事

　
５
者
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
で
、㈲
旭
電
機
が
１

億
７
０
７
２
万
円
で
落
札

し
た
。

◇
公
共
下
水
道
港
町
真
空

　
ポ
ン
プ
場
電
気
機
械
設

　
備
工
事

　
公
募
に
よ
る
条
件
付
き

一
般
競
争
入
札
で
、吉
崎

工
務
店
・
門
脇
工
務
店
特

別
企
業
体
が
７
億
３
７
０
０

万
円
で
応
札
し
た
。

◇
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

　
パ
ー
ク
中
核
・
拠
点
施
設

　
建
設
建
築
主
体
工
事

◇
五
箇
地
区
穀
類
乾
燥
調
製

　
施
設
乾
燥
機
更
新
事
業

　
１４
者
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
で
、㈱
野
村
水
道
工

業
所
が
１
億
４
３
０
０
万

円
で
落
札
し
た
。

◇
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

　
パ
ー
ク
中
核
・
拠
点
施
設

　
建
設
機
械
設
備
工
事

　
５
者
に
よ
る
指
名
競
争

◇
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

　
パ
ー
ク
中
核
・
拠
点
施
設

　
建
設
電
気
設
備
工
事

港町真空ポンプ場建設予定地

業界初の人工知能を搭載した
穀類乾燥機

入
札
で
、㈱
中
電
工
隠
岐

営
業
所
が
１
億
１
２
２
０

万
円
で
落
札
し
た
。
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村
上(

謙)

議
員
　

　
本
年
10
月
１
日
実
施
予

定
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
い
、町
が
管
理
す
る

施
設
等
の
使
用
料
金
改

定
に
係
わ
る
商
工
観
光
課

所
管
施
設
の
使
用
料
改

定
案
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、使
用
料
引
き
上
げ
の

根
拠
と
な
る
消
費
税
率

２
％
分
を
大
き
く
上
回
る

料
金
改
定
や
、逆
に
値
下

げ
に
な
っ
た
料
金
改
定
も

見
ら
れ
る
な
ど
、改
定
料

金
積
算
の
根
拠
が
理
解
で

き
な
い
も
の
が
多
い
。

　
さ
ら
に
、改
定
料
金
の

中
に
は
、９
円
や
１
円
と

い
っ
た
端
数
の
つ
く
も
の

も
多
く
、果
た
し
て
利
用

者
の
利
便
性
が
考
慮
さ
れ

た
料
金
改
定
な
の
か
、社

会
観
念
上
実
効
性
の
あ
る

施
設
使
用
料
と
い
え
る
の

か
、疑
問
で
あ
る
。

総
務
課
長
　
運
用
に
つ

い
て
こ
れ
か
ら
庁
内
で
検

討
す
る
。

村
上(

謙)

議
員
　
使
用

料
の
改
定
案
は
課
内
で
き

ち
ん
と
検
討
し
、課
長
も

妥
当
と
認
め
た
う
え
で
上

程
し
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
課
内

で
の
協
議
は
当
然
な
が

ら
、総
務
課
や
財
政
課
と

も
協
議
・
相
談
し
、今
回

の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　
結
果
的
に
は
元
々
の
基

本
料
金
に
対
し
て
１０
％
を

掛
け
、円
未
満
の
と
こ
ろ

で
四
捨
五
入
の
処
理
を
し

た
改
定
料
金
で
あ
る
。

例
え
ば
、コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

の
使
用
料
２
０
０
円
が
今

回
２
０
９
円
に
改
定
さ
れ

て
い
る
が
、利
用
者
は
実

際
ど
の
よ
う
な
形
で
料
金

を
支
払
う
の
か
。

　
ま
た
、２
１
０
円
の
使

用
料
が
２
０
９
円
に
値
下

げ
に
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、な
ぜ
引
き
下
げ

と
な
っ
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
前
回

８
％
の
改
正
を
し
た
と

き
、据
え
置
い
た
料
金
も

含
め
今
回
改
正
し
た
た

め
、５
％
程
度
の
改
正
値

に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
端
数
の
つ
く
中
途
半
端

な
使
用
料
は
、現
場
で
現

金
収
受
の
行
わ
れ
る
際
、

効
率
の
悪
さ
が
懸
念
さ
れ

る
。運
用
の
際
に
不
具
合

が
あ
る
な
ら
対
応
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

　
議
会
最
終
日
、議
第
５４
号

　
隠
岐
の
島
町
農
業
近

代
化
施
設
設
置
及
び
管

理
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例（
計
３６
件
）

の
撤
回
請
求
に
つ
い
て
、

町
長
の
趣
旨
説
明
が
あ

り
承
認
さ
れ
た
。

（
撤
回
理
由
）

　
当
議
案
は
１０
月
１
日
に

施
行
さ
れ
る
消
費
税
率

ア
ッ
プ
に
伴
う
各
施
設
の

使
用
料
等
の
改
正
で
あ
る

が
、こ
れ
ま
で
の
消
費
税

率
改
定
時
に
本
町
の
統

一
的
な
判
断
を
し
て
こ
な

か
っ
た
た
め
各
施
設
の
考

え
方
に
違
い
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、町
民
に
対
し
て

配
慮
に
欠
け
る
部
分
も
あ

る
と
考
え
、当
議
案
を
撤

回
し
後
日
、本
町
の
統
一

的
な
考
え
の
も
と
、再
度

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

議会広報　おきのしま

塩浜海水浴場駐車場

予算・条例等をチェック！予算・条例等をチェック！

村上　謙武

質問した議員
村上 謙武

質問した議員

議
第
54
号
施
設
管
理
条
例
等
の
改
正
。

公
共
施
設
の
使
用
料
は
妥
当
な
料
金
か
。

議
第
54
号

議
案
撤
回
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町政を問う！町政を問う！

問 町長議員質問 町長答弁

今回は５人の議員が一般質問を行
い、活発な議論が展開されました。
紙面上、質問と答弁は要約した内
容になっております。
全文記録は議会事務局にあり、
ホームページにも掲載いたします。
またYouTubeにて一般質問の動
画も公開しております。

むら かみ      み   さ  ろう

村上　三三郎 議員

　
　
　
県
知
事
の
公
約
で

       

「
し
ま
ね
子
育
て
ト

―

タ
ル
プ
ラ
ン
」と
い
う

政
策
が
掲
げ
ら
れ
、「
結

婚
支
援
、妊
婦
ケ
ア
・
産

後
ケ
ア
等
に
つ
い
て
県
予

算
に
よ
る
支
援
を
行
な

う
。」と
し
、そ
の
上
で「
最

低
で
も
島
根
県
す
べ
て
の

自
治
体
で
暮
ら
す
小
学

生
ま
で
が
負
担
す
る
医
療

費
を
無
料
に
す
る
。」と

謳
っ
て
い
る
。本
町
の
結

婚
支
援
等
の
施
策
の
実

態
と
、県
に
要
望
す
る
内

容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、県
の
財
政
支
援
に

併
せ
て
本
町
の
支
援
も
必

要
だ
と
思
う
が
。

　
　  
結
婚
支
援
の
実
態

　
　  
と
県
に
要
望
す
る

内
容
で
は
、「
島
で
結
婚
推

進
事
業
」な
ど
の
結
婚
支
援

等
や
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
町
独
自
の
負
担
軽
減
策

問町長

　
　
　
本
町
で
は
人
口
減

　
　
　
少
と
高
齢
化
が
進

み
、個
人
の
墓
を
維
持
管

理
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
世
帯
が
増
え
、

公
営
の
合
葬
墓
を
要
望
す

る
多
く
の
町
民
の
声
を
聴

い
て
い
る
。そ
の
整
備
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
先
祖
を
敬
う
気
持

　
　
　
ち
を
忘
れ
ず
、墓

を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
私

た
ち
の
務
め
で
あ
る
。

　
高
齢
化
や
管
理
す
る

人
が
い
な
い
な
ど
で
止
む

無
く
改
葬
や
神
社
・
寺
院

で
永
代
供
養
を
希
望
す
る

方
が
増
え
て
い
る
と
の
情

報
を
得
て
い
る
が
、現
在

の
と
こ
ろ
合
葬
墓
を
整
備

す
る
考
え
は
な
い
。

問町長

むら かみ    み   さ ろう

村上　三三郎 議員で

子
供
医
療
費
無
料

化
の
拡
大
は
。

町
独
自
の
政
策
を

実
施
し
て
い
る
。

ＱA

本
町
で
は
人
口
減

少
と
高
齢
化
が
進

問問

料を。

公
営
の
合
葬
墓
の

整
備
は
。

今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

ＱA

の
拡
充
な
ど
に
努
め
て
い

る
。ま
た
、県
の
財
政
支

援
に
併
せ
て
の
支
援
の
実

態
は
、結
婚
・
出
産
そ
し

て
乳
幼
児
か
ら
高
校
卒

業
ま
で
、総
合
的
な
子
育

て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

県
の
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
制
度
に
町
独
自
事

業
と
し
て
上
乗
せ
す
る
形

で
、自
己
負
担
軽
減
を

行
っ
て
い
る
。

が
っ
そ
う 

ぼ



06

会計処理に対する適正な判断を

今
後
、教
育
旅
行
誘
致
を
行
う
べ
き
で
は
。

受
け
入
れ
体
制
、
メ
ニ
ュ
ー
作
り
を
行
う
。

ＱA

あ  べ       だい すけ

安部　大助 議員

　
　
　
本
町
に
お
け
る
観

　
　
　
光
客
入
込
客
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
抜

本
的
な
施
策
の
改
革
と
改

善
が
急
が
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、交
流

人
口
の
拡
大
や
観
光
振

興
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、長
年
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が「
民
泊
型
修
学
旅

行
」を
中
心
と
す
る
教
育

旅
行
誘
致
で
あ
る
。我
が

町
で
は
、す
で
に
平
成
１５

年
に
誘
致
活
動
が
な
さ

れ
た
が
、受
入
れ
時
期
が

集
中
す
る
こ
と
で
民
泊
事

業
者
や
関
係
者
の
負
担

が
大
き
く
、地
元
自
体
の

教
育
旅
行
誘
致
へ
の
熱
意

が
落
ち
、そ
れ
以
来
、Ｐ

Ｒ
・
営
業
な
ど
誘
致
活
動

を
行
わ
な
く
な
り
、近
年

で
は
１
〜
２
校
と
な
っ
て

い
る
。教
育
旅
行
誘
致
に

つ
い
て
は
、宙
に
浮
い
た

問

06

漁
業
集
落
補
助
事
業
の
新
た
な
会
計
処
理
問
題
は
。

国
に
よ
る
検
証
結
果
、
審
議
を
踏
ま
え
対
処
す
る
。

ＱA

むら かみ     かね たけ

村上　謙武 議員

　
　
　
教
育
旅
行
で
は
自

　
　
　
身
の
体
験
に
も
な

り
、隠
岐
を
知
っ
て
も
ら

う
ま
た
隠
岐
を
広
く
認
識

し
て
も
ら
え
る
こ
と
や
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

町長

　
　
　
平
成
２７
・
２８
年
度

　
　
　
と
同
様
の
着
服
と

い
う
事
実
の
有
無
に
つ
い

て
庁
内
の
調
査
で
は
確
証

を
得
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。平
成
２５
・
２６
年
度

の
関
係
書
類
及
び
会
計

処
理
等
に
つ
い
て
は
県
・

水
産
庁
に
書
類
を
提
出

し
、協
議
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
受
け
真
摯

に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

町長

　
　
　
平
成
２７
・
２８
年
度

　
　
　に
関
し
て
は
、す

で
に
着
服
金
額
が
返
還

さ
れ
社
会
的
制
裁
も
受

け
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、更

な
る
対
処
は
考
え
て
い

な
い
。平
成
２５
・
２６
年
度

に
つ
い
て
は
、会
計
検
査

院
と
水
産
庁
の
検
証･

審
議
の
結
果
を
待
っ
て

対
処
す
る
。

町長

　
　
　
町
と
し
て
告
発
を

　
　
　
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

町長

議会広報　おきのしま

状
態
が
何
年
も
続
い
て
い

る
状
況
だ
。

　
今
後
の
観
光
振
興
を
考

え
る
上
で
、行
政
・
観
光
協

会
・
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
教
育
旅
行
誘
致
に

向
け
行
動
を
起
こ
す
べ
き

と
思
う
が
。

　
　
　
平
成
２５
・
２６
年
度 

　
　
　の
事
業
で
、適
正

に
実
施
さ
れ
た
と
確
証

が
持
て
な
い
、あ
る
い
は

確
認
が
で
き
な
い
と
判
断

さ
れ
た
９７
件
の
事
業
に
つ

い
て
、県
と
の
協
議
の
結

果
を
踏
ま
え
、今
後
ど
の

よ
う
に
対
処
し
問
題
解

決
を
図
っ
て
い
く
の
か
。 

問

　
　
　
職
員
に
よ
る
内
部

　
　
　
調
査
に
も
限
界
が

あ
る
と
町
長
自
ら
認
識

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
次

に
や
る
べ
き
こ
と
は
捜
査

機
関
に
告
発
す
る
こ
と
で

あ
り
、町
と
し
て
の
責
任

と
義
務
を
果
た
す
た
め
に

も
、公
正
な
立
場
で
真
相

解
明
に
尽
力
す
る
姿
勢

を
示
す
こ
と
が
不
可
欠

と
考
え
る
が
。

問　
　
　
前
担
当
職
員
は
平

　
　
　
成
２５
年
度
か
ら
４

年
間
に
わ
た
り
虚
偽
の
実

施
状
況
の
資
料
を
実
施

状
況
の
資
料
を
作
成
し

県
に
提
出
す
る
と
と
も
に

隠
岐
の
島
町
漁
業
集
落

に
対
し
て
虚
偽
の
決
算
報

告
書
を
作
成
し
、報
告
を

行
っ
て
き
た
。こ
の
こ
と

は
、交
付
金
事
業
に
お
け

る
重
大
な
背
信
行
為
で

問

　
し
か
し
な
が
ら
現
状
は

民
泊
の
受
入
れ
の
負
担
感

と
共
に
、活
動
が
衰
退
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。今
後
に
つ
い
て
は
時

間
が
か
か
る
と
思
う
が
、

受
入
れ
体
制
の
構
築
と
、

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
し
っ
か

り
作
っ
て
行
き
た
い
。

　
ま
た
、教
育
旅
行
業
者

に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
行
く
。

あ
り
、職
務
上
の
虚
偽
公

文
書
作
成
罪
、業
務
上
横

領
罪
に
該
当
す
る
。こ
の

重
大
な
違
法
行
為
に
対

し
て
町
と
し
て
改
め
て
ど

う
対
処
す
る
の
か
。
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貴重な観光資源の整備を

リピーターを増やすために

総
合
振
興
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

遅
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
随
時
進
行
し
て
い
る
。

ＱA

新
年
度
の
観
光
施
策
方
針
は
。

着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
を
加
速
さ
せ
る
。

ＱA

いし ばし     ゆう いち

石橋　雄一 議員

　
　
　
現
行
計
画
の
検
証

　
　
　
作
業
は
予
定
通
り

か
。 問

軽
自
動
車
税
免
除
の
申
請
手
続
き
簡
素
化
を
。

今
以
上
の
簡
素
化
は
考
え
て
い
な
い
。

ＱA

増やすために

島
の
西
北
東
部
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
整
備
を
。

中
長
期
的
な
目
線
で
対
応
し
て
い
く
。

ＱA

まえ  だ      よし  き

前田　芳樹 議員

　
　
　
障
が
い
の
あ
る
方

        

に
対
す
る
軽
自
動

車
税
の
免
除
措
置
は
、申

請
主
義
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
初
回
の
申
請
で
は
持
参

提
出
は
当
然
だ
が
、２
年

目
か
ら
も
同
じ
こ
と
を
書

い
て
同
じ
書
類
を
用
意
し

問

　
　
　
若
干
遅
れ
て
い
る

　
　
　
が
町
民
の
皆
様
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等

の
結
果
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
証
作
業
を
進
め
て
お

り
、近
日
中
に
取
り
ま
と

め
る
予
定
だ
。

町長
　
　
　
観
光
戦
略
推
進
会

　
　
　
議
の
実
施
状
況
は
。

問　
　
　
３
月
に
令
和
元
年

　
　
　
に
向
け
て
の
会
議

を
行
っ
た
。７
月
に
新
年

度
初
の
会
議
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

町長

　
　
　
昨
年
度
は
観
光
客

　
　
　数
の
大
幅
減
、宿
泊

施
設
、飲
食
施
設
の
不
足

な
ど
の
課
題
、問
題
点
が

挙
が
っ
て
い
た
が
新
年
度

の
方
針
は
。

問

　
　
　
観
光
振
興
を
標
榜

　
　
　
す
る
際
に
本
町
一

円
に
均
衡
あ
る
投
資
が

さ
れ
る
べ
き
だ
。島
の
玄

関
口
と
中
心
部
に
一
極

集
中
的
に
大
き
な
投
資

が
さ
れ
る
が
、島
の
西

部
・
北
部
・
東
部
に
は
画

期
的
な
観
光
施
設
の
整

備
は
見
当
た
ら
な
い
。施

設
の
老
朽
化
で
劣
化
し

た
こ
の
地
域
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
毎
年
そ
れ
ぞ
れ

問

　
　
　
島
内
消
費
や
リ
ピ

　
　
　
ー
タ
ー
を
増
や
し

て
い
く
た
め
に「
着
地
型

町長
　
　
　
工
程
表
上
で
は
６

　
　
　
月
に
は
基
本
構
想

基
本
計
画
の
検
討
を
実

施
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
が
検
証
作
業
が
遅
れ
て

い
る
中
、き
ち
ん
と
検
討

で
き
る
の
か
。

問　
　
　
現
状
の
課
題
点
等

　
　
　
に
つ
い
て
十
分
精

査
を
行
っ
た
後
、本
格
的

な
作
業
に
移
行
す
べ
き
と

認
識
し
て
い
る
。

町長

　
　
　
同
時
に
新
計
画
に

　
　
　な
る
総
合
戦
略
の

内
容
と
進
捗
状
況
は
。

問

　
　
　
特
に「
し
ゃ
く
な
げ

　
　
　
園
」で
は
、花
摘

み
や
除
草
の
手
入
れ
作

業
が
追
い
つ
か
ず
施
設

も
劣
化
し
て
い
る
。隠
岐

だ
け
の
貴
重
な
固
有
種

問

　
　
　
現
在
、総
合
戦
略
に

　
　
　
対
し
て
も
検
証
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　
政
府
が
進
め
て
い
る
次

期
総
合
戦
略
、ま
た
、県

が
進
め
て
い
る
島
根
創
生

計
画
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
作
業
を
進
め
た
い
。

町長

　
　
　
例
年
４
月
上
旬
に

　
　
　
案
内
状
を
該
当
者

に
送
付
す
る
な
ど
、他
の

自
治
体
で
は
し
て
い
な
い

こ
と
も
行
っ
て
い
る
。

町長

　
　
　
中
長
期
的
な
目
線

　
　
　を
持
っ
て
、最
優

先
事
項
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
す
る
。

町長

　
　
　
行
政
主
導
で
は
今

　
　
　
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
が
、今
後
、町
が
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

の
か
模
索
す
る
。

町長

議会広報　おきのしま

旅
行
商
品
」の
企
画
開

発
を
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。併
せ
て
受
け
入
れ

態
勢
の
強
化
を
観
光
協

会
や
商
工
会
と
も
対
処

し
て
い
く
。

て
役
場
へ
持
参
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。該
当
者
は
、

自
分
の
身
体
の
ケ
ア
と
行

動
に
日
々
苦
労
し
て
い
る
。

　
各
自
治
体
に
裁
量
の

余
地
は
あ
る
の
で
、職
員

の
訪
問
で
意
思
確
認
や

現
況
届
出
方
式
に
す
る

な
ど
、自
動
継
続
に
し
て

申
請
手
続
き
の
簡
素
化

は
で
き
な
い
か
。

一
箇
所
ず
つ
で
も
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

で
、自
生
の
群
落
は
鷲
ヶ

峰
の
稜
線
に
残
る
の
み

と
な
っ
た
。こ
れ
を
絶
や

さ
な
い
た
め
に
修
繕
・
整

備
に
向
け
て
主
体
的
な

行
政
措
置
を
と
る
考
え

は
あ
る
の
か
。
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　｢

第
２
次
隠
岐
の
島
町

総
合
振
興
計
画｣
の
策
定

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
理
解
を
深

め
た
。

　
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

７
月
中
に
現
行
計
画
の
検

証
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

９
月
ま
で
に
計
画
の
骨
子

を
策
定
、１２
月
に
は
新
年

度
予
算
編
成
作
業
、来
年

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、来
年
３
月
議
会
に

は
、総
合
振
興
計
画(

案)

を

上
程
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。具
体
的
な
実
施
計
画

は
令
和
２
年
度
中
に
作
成

す
る
と
の
こ
と
。

地
域
振
興
課
関
係

議会広報　おきのしま

委員会報告
総務教育民生常任委員会

早急に第二次総合振興計画策定を！

エアコン整備を
急げ！

当委員会に付託された一般会計及び各特別会計
補正予算、条例改正などの議案は審査の結果、す
べての議案を全会一致で「可決すべし」とした。

議
案
審
査
の
状
況

所
管
の
調
査
事
項

　
議
案
審
議
に
お
い
て
、特

に
報
告
す
べ
き
意
見
・
指
摘

事
項
等
は
な
し
。

　
委
員
か
ら
は
、「
計
画
の

策
定
が
遅
い
。」「
実
施
計

画
が
出
来
て
い
な
い
の
に

予
算
に
反
映
出
来
る
の

か
。」等
の
質
問
が
あ
り
、

担
当
課
か
ら
は
、「
従
来
の

計
画
の
趣
旨
に
沿
っ
た
予

算
編
成
に
努
め
た
い
。」と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。ま
た

「
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
隠

岐
に
は
素
晴
ら
し
い
歴
史

や
伝
統
文
化
が
あ
り
、こ
れ

ら
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
な

計
画
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
本
来

計
画
が
あ
っ
て
予
算
に
反

映
す
べ
き
で
、計
画
が
単
な

る
計
画
策
定
に
終
わ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、更
に
努
力

す
る
よ
う
要
望
し
た
。

　
有
木
小
学
校
の
大
規
模

改
修
事
業
の
取
り
組
み
状

況
の
報
告
を
求
め
た
。

　
工
事
の
概
要
は
、校
舎

は
、屋
根
の
一
部
改
修
・
外

壁
・
ト
イ
レ
・
照
明
等
電
気

設
備
な
ど
で
あ
り
、体
育

館
は
、床
面
の
張
り
替
え
・

外
壁
・
ト
イ
レ
・
照
明
等
電

気
設
備
で
あ
る
。

　
今
後
の
予
定
は
、７
月

上
旬
に
指
名
審
査
会
を
行

い
、７
月
下
旬
に
入
札
会
を

行
い
、体
育
館
は
令
和
２

年
２
月
竣
工
予
定
、校
舎

は
３
月
竣
工
予
定
で
計
画

を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、急
が
れ
て
い
る
小

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
空
調
設
備
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
は
、各
学
校
と
も

７
月
末
ま
で
に
は
完
了
予

定
と
の
こ
と
だ
が
、西
郷
小

学
校
は
、資
材
の
調
達
の

遅
れ
が
あ
り
８
月
１０
日
竣

工
予
定
、西
郷
中
学
校
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の

関
係
か
ら
夏
休
み
に
入
っ

て
か
ら
着
工
の
た
め
８
月

３０
日
竣
工
の
予
定
で
あ
る
。

　
本
年
１０
月
か
ら
消
費
税

が
８
％
か
ら
１０
％
に
増
税

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、本
町

の
各
施
設
等
の
使
用
料
等

の
改
正
が
必
要
と
な
る
。

　
使
用
料
等
改
正
は
、ま

ず
町
と
し
て
方
針
を
確
立

す
る
と
共
に
物
価
・
関
連

経
費
も
増
加
傾
向
が
続

い
て
い
る
中
で
単
な
る

８
％
か
ら
１０
％
に
改
正
す

る
こ
と
な
く
、こ
の
際
、住

民
負
担
の
あ
り
方
、行
政

サ
ー
ビ
ス
や
利
用
者
の
利

便
性
等
も
考
慮
し
て
改

正
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

教
育
委
員
会
部
局

本
年
１０
月
か
ら
消
費
税

増
税
！
使
用
料
な
ど
の

見
直
し
は
！

有木小学校　体育館トイレ　タイル壁はく離

天井　雨漏り 急がれる小中学校のエアコン整備
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新
庁
舎
建
設
工
事
の

進
捗
は
。

議会広報　おきのしま

委員会報告
産業建設常任委員会

事業の進捗は適宜報告を！

当委員会に付託された一般会計補正予算等の議
案は審査の結果、すべて「可決すべし」としたの
で、主なものを報告する。

所
管
の
調
査
事
項

　
担
当
課
よ
り
、基
礎
工

事
に
使
用
す
る
杭
の
調
達

が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等

の
影
響
で
遅
れ
、今
後
工
期

が
３
カ
月
ほ
ど
遅
れ
る
見

込
み
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
理
由
に
し

て
い
る
が
、当
初
か
ら
分

か
っ
て
い
た
こ
と
で
は
な
い

か
。」「
他
に
調
達
が
遅
れ

る
よ
う
な
資
材
は
あ
る

か
。」「
今
後
は
遅
れ
る
こ
と

ボーリング調査中の愛の橋

役場新庁舎建設現場

は
な
い
の
か
。」と
の
質
問

が
あ
っ
た
。

　
執
行
部
か
ら
は「
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
当
初
か

ら
見
込
ん
で
い
た
が
、遅
れ

て
し
ま
い
大
変
申
し
訳
な

い
。」「
鋼
材
は
調
達
時
間

が
大
幅
に
か
か
る
が
、そ
れ

を
見
越
し
た
発
注
を
し
て

い
る
の
で
問
題
な
い
。」「
不

測
の
事
態
が
な
い
限
り
、遅

れ
な
い
よ
う
に
町
長
か
ら

厳
命
を
受
け
て
い
る
。」と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、不

測
の
事
態
が
あ
っ
た
場
合

は
す
み
や
か
に
報
告
す
る

よ
う
に
要
望
し
た
。

寺
の
前
公
園
整
備

事
業
の
進
捗
は
。

　
現
在
、造
成
と
休
憩
所
の

工
事
発
注
を
予
定
し
て
お

り
、遊
具
の
選
定
に
時
間
が

か
か
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。ま
た
、県
内
の
遊
具
施

設
は
使
用
禁
止
の
も
の
が

目
立
っ
て
い
る
の
で
、管
理

方
法
を
検
討
す
る
と
の
考

え
が
示
さ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、町
民
が
安

心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
、

他
の
遊
具
な
ど
の
管
理
方

法
も
各
課
と
連
携
す
る
よ

う
指
摘
し
た
。

離
島
漁
業
再
生
支

援
交
付
金
事
業
は
。

　
５
月
２７
日
２８
日
に
開
催

さ
れ
た
会
計
検
査
に
お
い

て
、平
成
２５
・
２６
年
度
事
業

の
説
明
を
求
め
ら
れ
、関
係

書
類
を
調
査
官
が
会
計
検

査
院
に
持
ち
帰
り
、調
査
の

上
で
水
産
庁
と
協
議
を
行

う
と
の
こ
と
。ま
た
、現
在

ま
で
調
査
官
か
ら
連
絡
は

な
い
が
、そ
の
結
果
を
受
け

て
真
摯
に
対
応
し
た
い
と

報
告
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
動
き

が
あ
り
次
第
、す
み
や
か
に

議
会
に
対
し
て
報
告
す
る

よ
う
要
望
し
た
。

愛
の
橋
架
け
替
え

工
事
は
。

　
担
当
課
か
ら
現
在
予

備
設
計
を
計
画
し
て
お

り
、上
部
工
、下
部
工
、基

礎
工
の
検
討
及
び
概
算

工
事
費
の
検
討
を
行
い
、

予
備
設
計
完
了
後
に
詳

細
設
計
を
発
注
す
る
。地

元
に
対
し
て
は
、予
備
設

計
完
了
後
に
構
想
図
及

び
架
設
計
画
を
提
示
し

て
進
め
る
予
定
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、構
想

図
及
び
架
設
計
画
が
そ

ろ
っ
た
時
点
で
議
会
に
も

報
告
す
る
よ
う
指
摘
し
た
。
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
会
は
定
例
会
会
期

中
の
６
月
２０
日
に
委
員
会

を
開
催
し
た
。

　
ま
ず
、新
体
制
の
方
向

性
を
話
し
合
い
、委
員
会
ス

ロ
ー
ガ
ン「
チ
ア
フ
ル
＆
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー（
明
る
く
、朗

ら
か
に
、そ
し
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
）」と
決
め
、広
報

広
聴
の
委
員
会
だ
か
ら
こ

そ
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
臨
む

こ
と
を
全
員
で
確
認
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
で
は
、文

字
サ
イ
ズ
を
若
干
大
き
く

し
、字
体
に
も
丸
み
を
つ
け

て
読
み
や
す
く
す
る
こ
と

で
、伝
わ
り
や
す
い
広
報
に

仕
上
げ
て
い
く
方
向
で一致

し
た
。

　
そ
し
て
広
聴
で
は
特
に

力
を
入
れ
る
よ
う
企
画
や

役
割
分
担
を
し
、小
規
模

な
広
聴
会
を
多
く
開
催
し

て
町
民
の
意
見
が
集
約
で

き
る
よ
う
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
先
も「
開
か
れ
た
議

会
」を
目
指
し
、調
査
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

隠
岐
の
島
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
５
月
臨
時
議
会
に
お
い

て
平
成
３１
年
４
月
１
日
付

で
施
行
さ
れ
た「
隠
岐
の
島

町
行
政
組
織
条
例
」の
一

部
改
正
に
伴
い
、条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
、各
常
任
委
員

会
の
所
管
課
が
一
部
変
更

に
な
っ
た
。

竹
島
対
策
特
別
委
員
会

　
当
委
員
会
は
定
例
会
会

期
中
の
６
月
２０
日
に
、５
月

１６
日
の
臨
時
議
会
で
新
た

に
構
成
さ
れ
た
委
員
に
よ

り
、今
後
の
調
査
・
研
究
方

針
等
を
協
議
し
た
。

　
主
な
事
項
と
し
て
、平

成
２５
年
に
結
成
し
た
竹
島

対
策
隠
岐
圏
域
議
員
連
盟

の
在
り
方
で
、本
町
と
島
前

と
の
繋
が
り
が
年
々
薄
く

な
っ
て
情
報
交
換
等
が
不

足
し
て
い
る
。新
体
制
で
は

よ
り
連
携
を
濃
く
し
充
実

し
た
連
盟
と
な
る
よ
う
提

案
し
た
い
。

　
次
に
久
見
竹
島
資
料
収

集
施
設
の
平
成
３０
年
度

来
館
者
数
が
１
０
７
２
人

と
少
な
い
。今
後
は
竹
島

対
策
室
と
の
連
携
だ
け
で

な
く
、よ
り
近
い
五
箇
支

所
を
交
え
た
議
論
を
重

ね
、注
目
さ
れ
る
資
料
収

集
施
設
と
な
る
よ
う
指
摘

し
た
。

　
結
び
に
、７
月
６
日
隠

岐
島
文
化
会
館
に
て
、講

師
・
舩
杉
力
修
氏
に
よ
る

調
査
結
果
講
演
会
に
参
加

し
た
。

　
先
人
た
ち
に
よ
る
竹
島

で
の
ア
シ
カ
漁
の
実
態
や
、

ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
携

わ
っ
て
い
た
か
な
ど
の
講

演
内
容
だ
っ
た
。

　
今
後
、検
討
中
の
集
落

や
団
体
等
で
の
竹
島
勉
強

会
へ
出
向
く
な
ど
従
来
か

ら
あ
る
組
織
と
の
連
携
を

密
に
し
て
活
動
す
る
事
と

し
た
。

７月６日
　竹島におけるアシカ猟の調査
　結果講演会
　隠岐島文化会館

　講師　舩杉　力修  氏
ふ な  すぎ        りき の ぶ

　
主
な
変
更
は
、昨
年
度

ま
で
各
支
所
が
総
務
教
育

民
生
常
任
委
員
会
の
所
管

で
あ
っ
た
が
、産
業
に
関
す

る
事
業
も
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
産
業
に
関
す
る
事
項

を
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
所
管
と
し
、地
域
振
興

課
が
総
務
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
変
更
と
な
っ
た
。

各常任委員会の所管

総務教育民生常任委員会　８人（７人）
出納室　総務課　地域振興課　施設管理課
財政課　税務課　町民課　保健課　福祉課
教育委員会（総務学校教育課　社会教育課）
公民館　中出張所　各診療所

産業建設常任委員会　８人
環境課　農林水産課　商工観光課
建設課　上下水道課　大規模事業課
布施支所　五箇支所　都万支所
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全会一致で可決・承認した議案

みなさんからの請願・陳情・要望

平成３０年度隠岐の島町一般会計補正予算の専決処分

平成３０年度国保施設勘定（中村診療所）特別会計補正予算の専決処分

平成３０年度国保施設勘定（都万診療所）特別会計補正予算の専決処分

平成３０年度布施へき地診療施設事業特別会計補正予算の専決処分

平成３０年度五箇へき地診療施設事業特別会計補正予算の専決処分

令和元年度国保施設勘定（五箇診療所）特別会計補正予算

令和元年度一般会計補正予算（第１号）

工事請負契約（公共下水道港町真空ポンプ場建設工事）

工事請負契約（公共下水道港町真空ポンプ場電気機械設備工事）

平成３０年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予算の専決処分

平成３０年度国保施設勘定（五箇診療所）特別会計補正予算の専決処分

平成３０年度隠岐の島町下水道事業特別会計補正予算の専決処分

平成３０年度後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第３号）の専決処分

隠岐の島町税条例等の一部を改正する条例の専決処分

隠岐の島町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

地方財政の充実・強化を求める意見書

新たな過疎対策法の制定に関する意見書

請 願 採 択

陳 情 配 付

配 付

配 付

配 付

採 択

陳 情

陳 情

陳 情

要 望

件　名 提 出 者 付託委員会 審査結果 理　由

行政需要に対応す
るために国は来年
度の地方交付税及
び一般財源総額を
確保することが必要
であるため

地方財政の充実・強化を求める
意見書を政府等に提出するこ
とを求める請願

辺野古新基地建設の即時中止
と普天間基地の沖縄県外、国外
移転について国民的議論によ
り、民主主義及び憲法に基づき
公正に解決すべきとする意見
書の採択を求める陳情

辺野古新基地建設の即時中止
と普天間基地の沖縄県外、国外
移転について国民的議論によ
り、民主主義及び憲法に基づき
公正に解決すべきとする意見
書の採択を求める陳情

米軍普天間飛行場の辺野古移
設を促進する意見書に関する
陳情

日本政府に対して、国連の「沖
縄県民は先住民族」勧告の撤回
を求める意見書の採択を求め
る陳情書

下田改良区内町道農道の舗装
について

隠岐の島町城北町１番地

隠岐の島町職員組合
執行委員長小室鉄平
紹介議員　髙宮陽一

「新しい提案」　　　
実行委員会　　　
安里長従

宜野湾市民の安全な
生活を守る会　　
会長　平安座唯雄

全国青年司法書士協
議会会長　半田久之

一般社団法人日本沖
縄政策研究フォーラム
理事長　仲村覚

森里地区区長中川巌夫
西里地区区長高梨好隆

産業建設常任
委員会

農作業の効率化と
農業環境を改善す
るために必要

総務教育民生
常任委員会
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「未来に向けてのスモールミーティング」を開催しました

　
今
回
の
広
聴
会
は
、初

の
企
画
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、実
施
に
あ
た
り
至
ら

ぬ
点
も
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、今
後
十
分
な
検
証

を
行
い
、引
き
続
き
広
聴

会
を
企
画
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　
ど
こ
の
地
域
で
も
世

代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
個
々

の
考
え
方
の
相
違
は
あ

り
ま
す
が
、「
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住

み
よ
い
町
で
あ
っ
て
欲
し

い
。」こ
の
思
い
は
誰
も
皆

同
じ
で
す
。

　
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
は
町
民
の
意
見
を
聴

く「
開
か
れ
た
議
会
」を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
広
聴
会
の
開
催
を
希

望
さ
れ
る
地
域
や
団
体
の

皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
文
責
　
　
大
江
　
寿

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

（
２
）-

８
５
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ  

（
２
）-

３
３
９
６

編
集
後
記

議会広報　おきのしま

現場の皆さんの思いを聴かせて頂きより現状に対し、危機感を持ちました。今後、地域は何をすべきなのか、行政は何を
すべきなのか、「開かれた議会」を目指し、さらに考える必要があるように思います。

　令和元年７月８日に隠岐の島町老人会館において西町通りで商店を営んでおられる方々を中心に議会と
の広聴会を行いました。今回は参加者の皆さんが西町の現状についてどう思っており、「まちづくり」につ
いてどう感じているのかを語って頂き、政策提言や課題の共有を図ることを目的としました。

１．愛の橋、人が通れなくなってから皆さんの影響はどうだったのか。
２．今後この通りはどういう町並み、雰囲気の通りであってほしいか。
３．通りをよくするためどういった取組をされているか。

３ つ の テ ー マ

みなさんからのご意見 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
● 西町は迂回路がない、下水道工事が来年度までかかり、舗装工事など含めると２、３年かかる、影響が
　 大きすぎる。
● 港町の子どもが小学校に行くのにみんなが迂回している現状を議員のみなさんはどう考えているのか
● 今まで役場と何度も話しするが担当者が３年ぐらいで異動するので、話しが前に進まない。役場から
    の情報伝達が少ない。
● 商店を営んでいる方も高齢になり担い手不足が問題だ、いまのうちから後継者育成を町単位で考え
    るべきだ。
● 役場新庁舎、ジオパーク拠点を先に建設して生活に影響がある愛の橋を後回しするのはおかしい。
● 危機管理、リスク管理の面からも愛の橋架け替え工事を急ぐべきであり、議会も行政も住民の立場
   で発言すべき。
● 西町には風情も魅力も残っている、今後人が歩いて楽しいと感じられるように商店同士まとまる必要
    があるし、行政も真剣に取り組むべき。
● いつも結果報告が多い。頻繁にこういう会を開きもっと情報提供と会話をしてほしい。


